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ことになった『渡る世間は鬼ばかり』では、正直、自

分の番が来たかという気持ちでしたね。駆け出しのこ

ろは確かに「俺どうなんのかな～」と思ってはいまし

たけど、本当に辞めようとしたこと一度もないですよ。

荒井吉春：それは素晴らしい。僕、100回以上辞め

ようと思った（笑）。

荒井光明：いや、辛いなと思うことはたくさんありま

したよ。

角國：ゴルフ中継だと大宴会場に布団敷いて寝たりし

てね。隣の人の足が邪魔で大変でしたよ（笑）。あれ

はツライ（笑）。でも、女性のカメラマンもそこで寝て

ました。当時で女性カメラマンってすごいですよね。

荒井光明：今は、本当に女性多くなりましたね。

清水：コンサート照明の世界では、今ムービングライ

ト（コンピュータで動く照明）が全盛なんです。どん

どん機材が重くなっていて、体力勝負みたいなところ

があるけど、女性のほうが志望者が多いですよ。そう

いうハンディはもちろん乗り越えてもらう必要はある

んですが、女性の繊細なデザインの感性も必要だとは

思いますね。

荒井吉春：しかし30年経ってみるとやはりこの業界っ

て狭い。昔お世話になった人が社長や取締役になって

いるし。「えっ！ 社長かぁ～」なんて（笑）。

佐久間：東放学園OBの社長も、小さいプロダクショ

ンも含めたらすごい数になるだろうね。

小河原：だったら東放学園で業界を仕切っちゃえばい

いじゃないですか（笑）。

佐久間：本当に映画が１本撮れるよ。でもそれだけは

やめようね、収拾がつかなくなるから（笑）。

小河原：鹿島（鹿島勤監督：76年度卒・代表作に『静

かなるドン THE MOVIE』など）がいっていましたよ。

「そのときは絶対オレにやらせろ！」って。

佐久間：もっと大変になっちゃうよ（笑）。

小河原：しかし、まさか自分たちがこんな立場になる

とは思わなかったですね。

佐久間：残る奴は残るんだよ。どんなことあったって

「面白いじゃないか」って考えられる奴。

荒井吉春：甲子園の優勝校の人たちと一緒ですよ。選

ばれた人たちだけが、楽しい時代を過ごせるんです。

佐久間：プロだもんね、みんな。そんなプロのタマゴ

をどう育てていくかが僕らの仕事だと思ってる。で

も、今のテレビは、多チャンネル化などによって本当

にターニングポイントに来ているよね。非放送メディ

アへも活躍の可能性を見いだしながら、みなさんのよ

うな社長や役員たちも、本気になってメディアを見直

していく時期に来ているんじゃないかな。あ…まるで

先生みたいなこといってしまった（笑）。今日は本当に

ありがとうございました。

どんな状況でも「面白いじゃないか！」そう考えられるプロのスタッフを待っている。

非放送メディアも視野にいれ
新たな人材を育てていく。

角國 寿夫（78年度卒）

（株）タムコ 取締役兼執行役員　業務部担

当。卒業と同時に、映像分野のオーディ

オ・プロダクションであるタムコに入社。

音楽番組からバラエティ、Ｊリーグなど

のスポーツ中継、『24時間テレビ』のよ

うな大型番組にいたるまで、幅広い分野

で音声マンとして活躍。
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